






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 四 ― - ）
ぬる
か へ し




の み ぞ き く




の も と よ り かへし こ れ を 圃 き て 、
僧 都 の 母 、
い か が と と ひ た り け れ ぱ
⑦ つ く づ く と お つ る 涙 に し づ む と も き
け と て か ね の お と づ れ し
な
（ 『 和 泉 式 部 集 』 四 八 一 ）
佃都教智ゆかりありて、
と し ご ろ し た く て 侍 り け る が 、
う せ て 後 四 十 九 日 の わ ざ し け る じ ゆ き や う 文 に 世 付 けける
⑧ き み を と ふ 鎖 の 声 こ そ か な し け れ そ れ ぞ 音 す る
果てぬと思へ
文（
『 消 輔 集 」 三 五 0 )
ま た 、 『 隆 信 集 』 に 「 は は の か の ぶ く き ら れ し 日 」 云 々 の 記 述 （ 三
九 四 の 問 也 ） の 後 、
OO 辿 す る 歌 が 収 め ら れ た 中 に 、
以 下 の 四 首 が
ある
。
僧 正 範 玄 の も と よ り 、
五 十 8 す ぎ て
⑨ か ぎ り あ れ ば と ぶ
らふかね
も お と た え て む か し の 跡 や い ち ぢ
か な し き
（ 哀 悩 • 四 0 六 ）
⑫
け ふ ま で や か ぎ り と 思 ふ か ね の お と に な ほ つ き せ ぬ は な み だ
（ 四 ご 一 ）
なりけり
右 に 掲 げ た ― 二 首 の 詞 柑 か ら 判 断 す れ ば 、
これらの歌に詠み込
まれている「かね」は、
亡 き 人 の た め に
行 わ れ る 法 事 の 時 に 閲 ら
す 「 か ね 」 と 思 わ れ る 。 ⑤ の 歌 の 詞 歯 に あ る 「 誦 経 の か ね 」 と は 、「誦経の時間を知らせ
る 鋒 」
と も 解 釈 で き な い こ と は な い が 、 点い
か な る 人 の
を は り な る ら ん 」 と い う 下 二 句 か ら 、
この「かね」は
亡 き 人 の た め の 桶 経 の 「 か ね 」 と 判 断 で き よ
う 。
と な る と 、
こ の
ー ニ 首 中 の 「 か ね 」 は 、 今 ま で 検 証 し て き た 多 く の 歌 に 詠 ま れ る空に響く鐘とは異なる種類の「かね」と
言わねばならない。
仏 教 辞 典 等 に よ れ ば 、 「 か ね 」 に は 俯 侶 の 招 集
や、
寺 院 内 の 行
事 の 時 刻 を 知 ら せ る 時 な ど に 使 わ れ る
鐘と、
誦 経 や 法 事 の 時 に 叩
き 、
厳 密 に は 品き と い う 漢 字 で 表 記 さ れ る べ き も の の 二 種 類 が
あ る 。 例 え ば 、
『 織 田 佛 教 大 辞 き （ 大 蔵 出 版 株 式 会 社
昭 和 四 九
年 ） に は 、 「 カ ネ
鐘 」 と r カ ネ
鉦」の二項目が設けられており、
「鉦」の項には「法事の時、




r 総 合 佛 教 大 辞 典 」 （ 法 蔵 館
一九八七年）の「鉦
打」の項には「鉦を首にかけ、
和 附 念 仏 を 唱 え 、
踊 念 仏 な ど を し
た 半 僧 半 俗 の 徒 」 と い う 一 文 が 見 ら れ る 。





か な り 小 さ な も の だ と 想 像 で き よ う
。さら
に 小 学 館 『 国 語 大 辞 典』



























































































て同種類 ものではなく、我々に じみ深い「鐘」のほか、「鉦」も詠まれていることを見落としてはならない ある。
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注( 1 ) 「 岡 大 国 文 論 柏 」 第 30 号 （ 平 成 十 四 年 三 月 ） に 掲 戟( 2 ) 「 閉 釈 」 第 四 十 九 咎 ― ―
―• 四 月 サ （ 平 成 十 五 年 四 月 ） に 掲 載
( 3 ) r 日 本 の 梵 矧 』 （ 坪 井 良 平 若
角 川 柑 店
昭 和 四 五 年 一 二 月 三 十 一
日）
( 4 ) r 後 拾 逍 和 歌 集 』 （ 新 日 本 古 典 文 学 大 系
岩波術店
一 九 九 四 年
四 月 二 0 日 ）
( 5
)
r 兵 宗 大 辞 典」 に よ る （ 永 田 文 口 国 汰
昭 和 四 七 年 ― 一 月 一 日 ）
( 6
)
r 袋 卒 紙 」 （ 新 日 本 古 典 文 学 大 系
岩 波 杏 店
l九 九 五 年 一 0 月
三0日）
( 7 ) 『 新 税 日 本 仏 教
Ill心 想 史
J
( 大 野 逹 之 助 若
年 五 月 一 0 日 ）
(8)同(7)
吉 川 弘 文 益
昭 和 四 八
み 込 ん だ 歌 を 取 り 上 げ 、
鈍 の 宗 教 性 に つ い て 考察 し た 。
最 後 に 余
談 と な る が 、
四 に 挙 げ た ④ の 歌 は 、
追 善 供 狡 に 鳴 ら す 鉦 の 音 に 笛
を 合 わ せ 、
音 楽 に よ る 死 者 へ の 追 悼 を 詠 ん で お り 、
鉦 の 持 っ て い
る 音 楽 性 の 一 面 を 見 せ て い る 。 同 様 の 歌 は も う 一 首 、
慈 円 の r 拾
玉 集 』 に 「 中 将 出 京 之 朝 、
少 生 な ど 管 弦 な ん ど し て か へ り て の ち 、
申 し つ か は し た り し 」 と い う 詞 世 の 後
、五
三 一 八 番 の 歌 は 「 ぴ は 」 、
五 三 一 九 番 の 歌 は 「 こ と
L
を 詠 ん で い る の に 続 き 、
あ は せ つ つ た が は ぬ か ね の 声 々 に う ち つ け な り し わ が こ こ ろか な
・
( r 拾 王 集 」 五 三 ― 1 0 )
と い う 歌 が 収 録 さ れ て い る こ と を 哲 い 涼 え て お く 。
( 9 ) 「 無 常 の 美 学 • 新 古 今 和 歌 躯 」 （ 塚 本 邦 雄




岩 波 牲 店
一 九 九 四 年 ― 一 月 二 五 El )
( Jo ) 「 岡 大 同 文 論 柏 」 術 30 号 に 掲 戟 さ れ て い る 同 拙 秘 を ご 参 照( 11 ) 「 法 文 歌 と 釈 教 歌 」 （ 久 保 田 淳
岩 波 講 胆 『 日 本 文 学 と 仏 教
第
六 沿
経 典』 岩 波 巾悼心 一 九 九 匹 年 五 月 ― ― 1 0 日 ）
( 12 ) r 新 古 今 和 歌 梨 』 （ 完 沢 日 本 の 古 典





二 月 二 五 日 ）
( 13 ) 拙 悩 「 古 典 利 歌 に お け る 「 錨 」 の 意 象 （ そ の 一 ）
_r
暁 の 鎧 」
と 「 入 柑 の 紐 」 ー 」 ご 参 照 ( r 岡 大 困 文 論 秘 」 第 30 号
平 成 十
匹 年 三 月 ）＾ テ キ ス ト 〉 歌 の 引 用 及 ぴ 歌 番 号 は r 新 編 国 歌 大 糾」 、 r 袋 平 紙 』 の
引 用 は 新 日 本 古 典 文 学 大 系 （ 岩 波 柑 店 ） に よ っ た 。
（ り ゅ う
し ょ う し ゅ ん
東 都 女 子 大 学 非 常 勤 講 師 ）
研 究 室 受 贈 図 書 雑 誌 目 録 II
大 阪 椋 朕 女 子 大 学 日 本 甜 研 究 セ ン タ ー 報 告 （ 大 阪 椋 蔽 女 子 大 学日 本 語 研 究 セ ン タ l ) + -大 要 国 文 （ 大 洪 女 子 大 学 国 文 学 会 ）大 要 女 子 大 学 紀 要 ー 文 系 ー （ 大 淡 女 子 大 学 ）岡 山 大 学 国 語 研 究 （ 岡 山 大 学 教 育 学 部 国 語 研 究 会 ）
四
大 谷 女 子 大 国 文 （ 大 谷 女 子 大 学 日 本 紺 日 本 文 学 会 ）
十 七 五
大阪大学日本学報（大阪大学大学院文学研究科日本学研究室）
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